
セネガル

人口増加によって園芸作物の消費
が増え、小規模園芸農家にも「売る
ために作る」農業に向けた意識の変
革が求められている。主食は米で、1
人当たりの消費量は日本の約1.8倍。
ただ、その多くを輸入に頼る現状を打
開しようと国は国産米の増産に取り
組んでいる。

セネガル

Republic of Senegal 3
国名 ：セネガル共和国
首都 ：ダカール
通貨 ： CFAフラン
人口 ：1,541万人（2016年 世銀）

公用語 ：フランス語（公用語）、
ウォロフ語など各民族語

西アフリカのセネガルでは、園芸作物（野菜や果樹など）と米、
それぞれのフードバリューチェーンの構築を行っている。

園芸作物の生産をビジネスとして成立させるSHEP（シェップ）、
国産米の増産を目指すCARD（カード）、それぞれの現場を紹介したい。

文⃝松井健太郎

フードバリューチェーン in アフリカ

SHEP＆CARD

人
た
ち
は
、「
以
前
は
バ
イ
ヤ
ー
に
売

れ
筋
作
物
を
尋
ね
る
こ
と
も
な
く
、
み

ん
な
が
お
の
お
の
収
穫
し
市
場
で
売
っ

て
い
た
の
で
、
誰
一
人
と
し
て
満
足
の

い
く
価
格
で
販
売
で
き
な
か
っ
た
」「
今

は
市
場
の
情
報
を
確
認
し
て
か
ら
計
画
、

栽
培
を
し
て
収
穫
、
販
売
を
し
て
い
ま

す
」
と
、
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、「
お
見
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
呼
ば
れ
る
、
農
家
と
園
芸
農
業
関
係

者
の
情
報
交
換
の
場
も
設
け
ら
れ
た
。

参
加
し
た
農
家
は
、「
資
機
材
業
者
や

バ
イ
ヤ
ー
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
こ
と

で
、
ど
ん
な
資
機
材
業
者
が
存
在
す
る

の
か
、
作
物
を
誰
に
販
売
す
べ
き
か
が

わ
か
り
ま
し
た
。
関
係
者
と
の
信
頼
関

S
H
E
P
を
導
入
し

「
売
る
た
め
の
農
業
」へ

　
2
0
0
0
年
以
降
、
セ
ネ
ガ
ル
で

は
園
芸
作
物
（
野
菜
や
果
樹
な
ど
）
の

栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
輸
出
や
国
内
市

場
も
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
小
規
模
園
芸

農
家
に
と
っ
て
も
収
入
を
増
や
す
チ
ャ

ン
ス
だ
が
、
収
入
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

り
立
た
せ
る
た
め
の
計
画
性
が
十
分
で

は
な
い
か
ら
―
―
つ
ま
り
、「
売
る
た

め
の
農
業
」
が
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
セ
ネ
ガ
ル
政

府
は
17
年
か
ら
「
市
場
志
向
型
農
業
振

興
ア
プ
ロ
ー
チ
（
S
H
E
P
）」
を
取

り
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
国

内
園
芸
生
産
量
の
約
6
割
を
占
め
る

ニ
ャ
イ
地
区
を
対
象
地
域
と
し
て
、
4

グ
ル
ー
プ
・
1
2
0
名
の
農
家
が

S
H
E
P
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
農
家
は
ま
ず
、
自
分
た
ち
が
生
産
し

て
い
る
作
物
の
種
類
や
販
売
価
格
、
コ

ス
ト
や
利
益
な
ど
収
支
を
把
握
す
る
。

そ
の
上
で
改
善
を
図
る
の
だ
が
、
重
要

な
活
動
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

の
が
、
農
家
自
身
に
よ
る
市
場
調
査
だ
。

作
物
の
販
売
価
格
や
売
れ
筋
の
作
物
な

ど
を
市
場
関
係
者
か
ら
直
接
聞
き
取
り
、

ど
ん
な
作
物
を
栽
培
し
、
い
く
ら
で
売

れ
ば
も
う
か
る
か
を
自
ら
考
え
る
と
い

う
〝
経
営
力
を
有
す
る
〞
農
家
の
育
成

を
進
め
た
。
調
査
に
出
向
い
た
農
家
の

国
産
米
の
多
く
を
生
産
す
る
セ
ネ
ガ
ル

川
流
域
に
お
い
て
生
産
性
や
収
益
性
を

改
善
す
る
た
め
の
「
セ
ネ
ガ
ル
川
流
域

灌
漑
地
区
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。

　
稲
作
の
生
産
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
品

質
を
高
め
る
た
め
の
精
米
機
材
の
導
入
、

農
業
機
械
の
操
作
指
導
、
灌
漑
施
設
の

維
持
管
理
の
技
能
向
上
な
ど
総
合
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
J
I
C
A
が
行
い

な
が
ら
、
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

を
見
据
え
た
生
産
性
の
向
上
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
対
象
地
区
に
お
け
る
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
収
量
は
約
17
パ
ー

セ
ン
ト
向
上
し
、
稲
作
農
家
の
所
得
も

20
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
え
た
。
ま
た
、

国
産
米
の
宣
伝
や
精
米
品
質
の
向
上
に

よ
り
、
販
売
経
路
の
拡
大
や
流
通
量
・

販
売
量
の
増
加
も
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
成
功
を
受
け
て
、
16
年
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
局
面
に
移
り
、
他

の
灌
漑
地
区
に
も
広
げ
ら
れ
た
。
セ
ネ

ガ
ル
川
灌
漑
稲
作
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
を
推
進
し
、
農
業
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
（
精
米
業
者
、
農
業
機
械
業
者
、

修
理
業
者
な
ど
）
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
農
家
だ
け
で
な
く

民
間
セ
ク
タ
ー
を
引
き
入
れ
る
活
動
を

強
め
て
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
セ
ネ
ガ
ル
川
流
域
は

稲
作
に
欠
か
せ
な
い
水
が
豊
富
で
あ
り
、

国
を
挙
げ
て
自
給
率
向
上
を
目
指
し
て

い
る
た
め
、
増
産
の
た
め
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
高
い
。
さ
ら
な
る
進
展
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

係
を
築
け
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
S
H
E
P
の
導
入
後
、
資
材
の
投
入
、

流
通
、
販
売
と
い
っ
た
各
段
階
の
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
見
据
え
て
生
産
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
収
益
性
が
向
上
す

る
と
い
う
良
好
な
成
果
を
得
て
い
る
。

C
A
R
D
の
目
標
で
あ
る

国
産
米
の
増
産
に
向
け
て

　
米
を
主
食
と
す
る
国
が
多
い
西
ア
フ

リ
カ
地
域
で
も
、
セ
ネ
ガ
ル
は
有
数
の

米
消
費
国
だ
。
た
だ
、
人
口
の
増
加
に

国
産
米
の
生
産
が
追
い
つ
か
ず
、
自
給

率
は
15
年
時
点
で
約
4
割
に
と
ど
ま

る
。
主
食
を
輸
入
に
頼
る
こ
と
を
懸
念

し
た
セ
ネ
ガ
ル
政
府
は
09
年
か
ら
14
年

ま
で
、
国
産
米
の
倍
増
を
目
標
と
す
る

「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振
興
の
た
め
の
共
同

体
（
C
A
R
D
）」
の
枠
組
み
の
な
か
で
、

農家が市場関係者や小売店から販売価格などを聞き取る。栽培する
作物の種類や時期などを決めるための貴重な経験になった

ダカール

灌漑施設が改善された水田で栽培される
イネ。栽培技術のみならず、水路の維持
管理の方法も農家が学び、実践している

セネガルで製造された精
米選別機。適切な運用
指導を行うことで、品質
の高い米の流通量増加
を目指す

右：「お見合いフォーラム」で市場関係者（資機材、種子、農薬、金融等を扱う業
者）と意見交換を重ねて信頼関係を築く／左：農作業にかかる収入と支出の記帳
の仕方を学ぶ女性たち。SHEPは夫婦を農家経営の一つのユニット（単位）としてと
らえ、たがいに尊重し合いながら生活できる環境作りを行う

2008年に開催された第4回アフリカ開発会議（TICAD Ⅳ）で
日本政府が打ち出した、アフリカ稲作振興のための共同体
（Coalition for African Rice Development）で、現在、23か国が
参加。サブサハラ・アフリカの米生産を10年間で倍増させるこ
とを目標に、JICAが主導しつつ11の国際機関とともに取り組
んでいる。生産だけでなく加工・流通・販売などフードバリュー
チェーンの各段階で付加価値を高めることを目指す。

CARDとは

市場志向型農業振興アプローチ（Smallholder Horticulture 
Empowerment & Promotion）。2006年からケニア農業省とJICA
の技術協力プロジェクトで開発された、小規模園芸農家支援
のアプローチ。「売るための農業」に転換するために、フードバ
リューチェーンを見据えた栽培と営農のスキル向上と所得の
向上を目指す。現在、アフリカの23か国が実施しており、セネ
ガルでは17年から技術協力プロジェクトを実施している。

SHEPとは

情報を集める 目指せ！
米の生産量、2倍！

家計は私たちに
任せて

ジャガイモも
種類や大きさによって
値段が違うんだなあ
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